
 
「間伐材マーク運用基準」の一部改正新旧対照表 

（下線部は改正部分） 

変更後 変更前 

１．趣旨 

国内で生産された間伐材（以下「間伐材等」という）を用

いた製品に間伐材マーク（以下「マーク」という）を貼付す

る場合、「間伐材マーク使用規程」に基づくとともに、具体的

な事項は本運用基準によるものとします。 

 

２．使用認定の単位 

（１）マークの使用認定は、製品を製造する事業体ごとに、間伐

材等を使用した製品を対象として行います。 

（２）～（４）（略） 

 

３．使用認定に係る基準等 

（１）マークの使用認定の対象となるのは、主に木材で構成され、

かつ、間伐材の有効利用が図られていると認められる製品

を基本としますが、間伐材等を原材料として加工された製

品も対象とします。 

（２）主要な木質部における間伐材等の使用割合については、２

の（２）の規程を満たした製品が申請できる条件です。 

（３）、（４）（略） 

 

４～７（略） 

 

８．その他 

本使用認定に係る運用基準は、令和８年１０月１日から適

用します。 

 

１．趣旨 

国内で生産された間伐材（以下「間伐材」という）を用い

た製品に間伐材マーク（以下「マーク」という）を貼付する

場合、「間伐材マーク使用規程」に基づくとともに、具体的な

事項は本運用基準によるものとします。 

 

２．使用認定の単位 

（１）マークの使用認定は、製品を製造する事業体ごとに、間伐

材を使用した製品を対象として行います。 

（２）～（４）（略） 

 

３．使用認定に係る基準等 

（１）マークの使用認定の対象となるのは、主に木材で構成され、

かつ、間伐材の有効利用が図られていると認められる製品

を基本としますが、間伐材を原材料として加工された製品

も対象とします。 

（２）主要な木質部における間伐材の使用割合については、２の

（２）の規程を満たした製品が申請できる条件です。 

（３）、（４）（略） 

 

４～７（略） 

 

８．その他 

本使用認定に係る運用基準は、令和元年１１月１１日から

適用します。 

 

 


